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訪問調査日 令和元年７月２４日

藤枝市の中心部にあり半径500メートルの範囲に市役所、消防署、図書館、神社、商店街等があります。
ホームの裏手には瀬戸川が流れ四季折々自然の中で散歩を楽しむ人達の憩いのコースになっておりま
すので、入所の方も散歩に出かけたり、気持ちよく外気浴もできます。施設の中庭にはスタッフと入所の
方が育てている野菜があり、旬の野菜が食卓に彩りを添えてくれます。午前中はスタッフによるレクリ
エーションの他に多彩なボランティアの皆様の訪問があり、楽しい時間を過ごしています。毎月、写真付
きのお便りを発行して、ホームでの様子を家人にお知らせしています。また、年に数回すきっぷ藤枝新聞
の発行に加え、平成２９年よりホームページをリニューアルして開設し、ブログで近況をお知らせしていま
す。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
近隣の障害施設とは以前から紙芝居ボランティアなど利用者サービスで行き来がありました
が、現在は先方のリクエストに応じて職員交流へと発展していて、「すきっぷ実習年間計画」に
基づき年６回ほど障害施設の職員が現場に訪れています。また昨年は防災の協力体制におけ
る話し合いの場を持つに至り、理念８ヶ条の１つである「地域になくてはならない～」の実現にも
叶っています。野菜の収穫や外出企画などイベントでは必ずブログが更新され「楽しそう」なこ
とが一目で判るものと成り、「ブログを見て応募した」という職員が２名もいます。事務所に置く
利用者のアルバムも丁寧で、一つひとつを大切に実践することが出来る事業所です。

基本情報リンク先

藤枝市稲川1丁目1番12号所在地

グループホーム　すきっぷ藤枝　（A棟)

1  自己評価及び外部評価結果

2275300701

法人名 有限会社ケアサポート・豊田

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2018_022_kani=true&JigyosyoCd=2275300701-00&PrefCd=22&VersionCd=022

評価結果市町村受理日令和元年７月１５日 令和元年８月２３日

事業所番号

静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

この地域になくてはならない施設を理念に掲
げ管理者、職員とも日々実践に努力してい
る。
会社の理念は玄関に掲げており、従業員だ
けでなく、来所されたご家族様、お客様にも常
に目に見えるよう工夫している。

理念は８ヶ条あって、例えば「安心安全に～」につ
いては職員のヒヤリハットを奨励していて、チョッ
トしたことで記録を残すことが蔓延しています。他
にも「地域になくてはならない～」についても近隣
施設との協働が叶い、開設から１３年の重みが伝
わります。

散歩の時には近所の方や出会った皆様と挨拶を
交わしたり、会話も楽しんでいる。また地域の人達
との防災訓練、隣の施設との交流会、町内会の方
には運営推進会議等でホームの日常を報告して
いる。又民生委員、町内の方からは不要になった
オムツ等を寄付していただき良好な関係を築いて
いる。

ＤＶＤを活用した旅暦を披露くださるボランティア
訪問は１０年余続き、前町内会長は不用のリハ
パン、パットが手に入ると都度寄贈くださっていま
す。また地域の防災訓練では避難住民のモデル
として利用者がリヤカーに乗せてもらったとのエ
ピソードもあり、地域と円満な関係にあります。

地区民生委員の方の見学や地域の方の介護
の相談に応じている。藤枝市より派遣されて
いる介護さわやか相談員の訪問をうけいれ、
グループホームについての理解を深めてい
る。

御家族、市の関係者、民生委員、町内会長、ボラ
ンティア代表等と意見の交換をし、議事録を作成
しスタッフ全員が情報を共有している。2ヶ月間の
施設の様子をＤＶＤで紹介したり、事故報告書に
ついての説明や困っている事、問題点などを報告
して意見をいただいています。

ボランティア活動を通じて事業所のことをよく知る
地域住民もメンバーとなり、「なんで女性（利用
者）ばかりなの？」「ヒヤリハットってこんなに多い
ものなの？」といった素朴な質問があがってい
て、事業所を理解してもらえる場となっていること
が覗えます。

介護さわやか相談員を受け入れている。運営
推進会議には市の担当者の出席があります
ので、事業所の実情についてお知らせして、
ご意見をいただいている。

藤枝市職員は運営推進会議では概ね地域の皆
さんに場を預けているものの、「介護申請ってどう
やるの？」といった質問があがると、適切な説明
をくださいます。また毎月訪れるさわやか相談員
は少しの変化にも気づいてくださるので、職員の
励みにつながっています。

身体拘束は行いませんが、緊急、やむを得ない場合は安
全を重視し、ご家族に許可いただき実施することがありま
す。日中は玄関の施錠はせず、利用者はＡ棟、Ｂ棟の行
き来も自由に出来るよう開放的な空間を心がけていま
す。身体拘束廃止に間する指針を作成し3ヶ月に1度委員
会を開催し、身体拘束の研修会も年2度開催している。

昨年の法改正にあたっては指針を整備し、身体
拘束適正化委員会を発足させています。四点柵
については「３要件にあたるとして適切に取組ん
でいた」と思い込むも、実地指導では「協議頻度
を更に増すように」との指摘を受けるに至り、反省
するとともに速やかに是正しています。

法改正に係る書面については一部不具合
も見られるため、あらためて見直すことを
期待します。

身体的な虐待だけでなく、精神的な虐待がな
いよう留意し、日々の生活を観察し、身体的
叉は精神的な状況をチェックしていく。スタッフ
も暴言を利用者に言わないよう「言ってはい
けない言葉」を紙に書き壁に貼っている。

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（A棟)）
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（A棟)）

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

研修等で学ぶ機会を作りスタッフ全員が共有
できるようにする。

契約時、叉は解約時だけでなく、不安や疑問
点について具体的な説明をしている。いつで
も相談しやすい環境つくりを心がけている。

普段より利用者やご家族が何でも言える環境作りに心が
けている。が、直接話しづらい方のためには苦情・御意見
箱を玄関に設置している。ご意見があれば全員で話し合
いを行い改善策を見つける。ご家族がホームに来やすい
雰囲気作り、利用者と職員がゆっくりすごせる時間づくり
に心がけその時でた会話等を介護に生かすようにしてい
る。

すきっぷ藤枝新聞やブログで家族には事業所の
活動が届けられています。また事務所には個別
のアルバムが置かれ、一人ひとりのベストショット
には職員のメッセージが添えられていて、「暮らし
ぶりがよく判る」「元気で嬉しい」と家族からも高い
評価を得ています。

月１回の全体ミーテイングや毎朝の交代時の
申し送り、伝達ノートなどから職員の意見や
提案をくみ取り、反映させている。

「働き方改革」を念頭に置き、「休憩時間をどうし
たらいいか」についてはアンケートをとったこと
で、職員も業務の優先順位を考える機会を得て
います。介護記録やシフトマニュアルも刷新され、
衝立とソファーセットのスペースも備わり、休憩が
とり易く職場環境が向上しています。

平成２７年度からキャリアパスを導入してい
る。管理者はスタッフの性格や能力等の把握
に努めている。休日の希望日は希望に添える
ようにしている。

認知症介護実践研修、認知症サポーター養成講
座、グループホーム協会などの研修に参加してい
る。毎月内部研修もテーマを決めて行っている。
今年度より研修の出席者は感想シートの提出、欠
席者は課題を提出して答案を回収している。内部
研修の報告書を作成して回覧している。

藤枝市内のグループホーム連絡会に出席し
ている。毎回課題について研修を行ってい
る。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（A棟)）

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

ここは安心、安全、いごこちの良い所であるこ
とを利用者が理解することが肝心である。何
でも話せる環境作り、利用者、家族のニーズ
を理解し、コミュニケーションを大切にし、信頼
関係を築いていく。

家族の要望、不安、不満を聞き、一緒に問題
を解決していきます。

利用者、家族が第一に何に困っているのかを
見つけ出し、（ニーズ）最適なサービスが受け
られるよう支援する。

利用者とスタッフは日常生活を共にし、信頼
関係を築くように努めている。食器拭き、洗濯
物たたみ、など得意とする事を無理のない範
囲で職員と行う事で暮らしを共にする者同士
の関係を築いている。

日々、利用者の様子を家族に連絡し本人の思い
も家族に伝えることで利用者、家族、スタッフの絆
を強めともに本人を支えていく事に努めている。毎
月写真を添えたすきっぷ便り、すきっぷ藤枝新
聞、ブログで近況をお知らせしている。家族には
寝具衣類などの衣替えを協力していただいてい
る。

認知症になっても慣れ親しんだ地域で暮らせ
るよう地域密着型施設としてグループホーム
が存在する。家族、親戚、友人、近所の方々
がいつでも訪問しやすい施設作りに努力す
る。

リハパンなのにスパッツで軽快に独歩するお洒
落な利用者もいて、在宅の頃の身だしなみを保
つことができています。また面会の家族には写真
入りの生活記録が「よく判る」と歓ばれています。
墨文字で食事メニューを毎日書く人には、他の利
用者に贈呈する賞状もお願いしています。

利用者はお互い生まれも性別も環境も異なるがこ
の場所で一緒に暮らすためにお互いの性格を把
握し、係わり合い、支えあえるよう支援していく。ま
た孤立する方がでないよう見守りに努める。席の
位置を工夫したり、お互いの会話にも気を配る。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（A棟)）

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

退所され他の施設に行かれた方でも面会、お
見舞いにいったりホームに尋ねてきたりとの
関係ができている。退所された方の御家族も
その後の様子を知らせてくれる。

個々の生活歴、趣向を把握し日々の介護生
活に生かしている。なるべく本人の希望に添
えるよう努力している。レクリエーションでは、
できるだけ外に出て散歩をするなど、気分転
換ができるよう配慮をしている。

入居の折にはセンター方式の「私の暮らし方シー
ト」の作成を家族にお願いし、以降把握への協力
を得ています。また（面会者の閲覧を目的に）事
務所に置く個々のアルバムはその月の様子だけ
でなく、時の流れと本人の変化が掴めるツールに
も成っています。

市役所から認定調査書の取り寄せ、担当ケア
マネからの情報提供書を確認して、入所時に
家族からの情報を元に生活歴の把握、趣味、
好み、病歴、サービス等を把握している。

毎日の暮らしの中でその人らしい生き方、心
身状態、能力の発見に努めている。自分でや
れる事はやれるよう支援し、日々その人の
ペースで生活ができるよう支援している。

本人の生活や行動、言動に注意し、「何を求
めているのか」の把握に努める。また家族は
「何をのぞんでいるのか」と言う問いにいつも
真剣に考え毎朝のミーテイング等で話し合っ
たり家族を含めて担当者会議行い、ケアプラ
ンに活かしている。

実践者研修受講者は６名と、本件に係る知識は
概ね標準化されています。長く此処に住む利用
者は緩やかにＡＤＬが落ち、また認知症も少しず
つ進む中「出来てていたことが出来ない」というこ
とも増え、介護計画書よりも現場が先に対応する
ことも昨今少なくありません。

個別に介護記録をつけ、職員は情報を共有し
ている。毎朝ミーティング時に個別の介護プラ
ンについて意見交換し、介護計画の見直しに
役立てている。特変があれば申し送りノートに
記入し情報の共有をしている。

認知症の進行、身体的介護が重くなり、パット
やリハパン、その他日常生活に必要な品の購
入、かかりつけ医の往診、説明等必要なニー
ズに合わせて柔軟にサービスを提供してい
る。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（A棟)）

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

本人の意向に沿いながら、親戚、友人、知
人、近所の方等やさわやか相談員、民生委
員、ボランティアの受け入れをし、豊かな暮ら
しが可能となるよう支援している。

希望者には、かかりつけ医の2週間に一度の
往診、緊急時の往診、アドバイス、24時間い
つでも医者、看護師と連絡の取れる体制が出
来ている。年に1度健康診断を実施している。

２週間毎の訪問診療をおこなう協力医に変更した
のは１３名おり、従来のかかりつけ医を家族の介
助で継続する人は４名です。１名は協力医を主治
医とはしましたが「継続の医療は必要なし」という
ことになっています。医療記録は「受診記録」「往
診記録」に残しています。

平成24年より看護師を配置している。提携先
のドクター、看護師とは、利用者の情報を共
有しており、２週間に１度の往診や看護を受
けている。緊急時は２４時間、いつでも看護師
と連絡が取れるようになっている。

入院に際してはかかりつけ医の紹介状用意、
正確な情報提供を行う。病院のワーカー（相
談員）と密に連絡を取り合い家族を交えて話
し合いを行い、安心して入院治療ができるよ
うバックアップしている。

入所の際、家人に延命治療についての考え方を緊急連
絡カードに自筆で記入していただいている。本人やご家
族様のご意向、健康状態などを考慮し、グループホーム
で本人らしい生活ができると判断された場合は、状況に
応じ看取りを行っていく。数年で看取りに近い状況を何名
か経験していることから、スタッフも慌てずに落ち着いて
支援することができている。

吸引などの医療行為が必要になる場合は、移設
も視野に入れると家族に伝えています。重度化で
ベッド上の時間が日増しに長くなっている利用者
が１名いますが、現状は食事もとれ、また２４時間
オンコールの看護師が概ね週４日配置されてい
て、何とか利用を続けてもらえています。

普通救命講習修了者、ｍｅｄｉｃ，Ｆｉｒｓｔ，Ａｉｄ受
講者もあるが、全員に実践力を身につけるよ
うにしたい。

定期的に施設内で防災訓練を行っており、地
域の防災訓練にも参加している。また、施設
内には常備してある食料・水・介護用品など
を備蓄してあるため、緊急時は地域の高齢者
を受け入れる体制が出来ている。

年２回の法定訓練を実施するとともに、近隣の障
害者施設とは有事の協力体制について話し合い
の場を持つこともでき、地域の防災訓練では炊き
出しを届けてもらえたり（利用者の体調もあって
最期まではいられないため）と、地域との関係構
築が進んでいます。

近年水消火器訓練をおこなっていないよう
なので、次回以降取り入れるよう期待しま
す。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部
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自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（A棟)）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

利用者それぞれの性格や生活歴を知り、人
生の先輩であるということを常に念頭におき、
尊敬の気持ちを忘れずに接することを心がけ
ている。

事務所の掲示ボードや介護記録をはじめとする
書面には「個人名を入れない」、ということが徹底
されています。また米寿や喜寿をその人の特長と
ともに褒め称えた表彰状授与は長年続ける事業
所の恒例行事となっています。

利用者が遠慮なく自分の考えを言える雰囲
気作りに努める。本人に馴染みのある家事や
仕事を提供し、自分らしい生活が出来るよう
支援している。

ホームでの日常生活の中でその人の希望に
添った暮らしができているか絶えず注意、観
察しながら支援する。

ホームには訪問理美容の方が来てくれます。衣
類、装飾品、化粧品等も家族と連絡を取りながら
支援している。毎朝どの洋服を着たいか本人に選
んでいただいている。外出の目的に応じてお化粧
のお手伝いや服装の相談にものっている。

利用者の料理の好き・嫌いを把握し（苦手な料理時は代
替品を提供）、楽しい食事になる様心がけている。食事の
支度、片付けは出来る範囲で利用者も手伝っていただ
く。旬の食材を出来る限り取り入れた手作り料理を提供。
全員が食卓に着いてから「いただきます」をしている。キッ
チンにて調理道具を持たせる事ができる利用者はいない
が、座って調理することができる方はいる。見守りにて調
理補助をしていただいている。

毎日の食材買い出しから始まり各ユニット同じ献
立（調理はユニット毎）で、「手作りの味わいある
食事」が提供されています。西瓜をほおばり「初
物だね」と満面の笑みを浮かべる人、ちらし寿司
に「ご飯（酢飯）の具合はいいねぇ」と審査員にな
る人様々な楽しみが拡がっています。

前日等の体調の記録で一人一人の体調変化
を把握している。介護記録、バイタルチェック
表にて排尿、排便、食事量、水分補給等小ま
めに観察し健康維持を図っている。本人が望
まない物は飲ませない、飲んでいただけるよ
う工夫し提供している。

毎食後、スタッフの声かけ、見守りの中で口
腔ケアを実施している。自力で困難な方には
介助にて行い、嚥下能力が低下している方に
はスポンジブラシを使用し、残渣物を除去して
いる。必要に応じて歯科受診をしている。

7/18



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（A棟)）

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

排泄チェック表をつけ、個々の排泄パターン
を把握し、声かけ誘導を行う。布パンツ使用
を続行できるよう努めている。自立して排泄で
きない方は安全第一に対応している。

排泄チェック表をつけることでリズムを掴み、声を
かけることで失禁を防ぐことができている一方
で、途中から「パッドが付加される」「リハビリパン
ツに替える」といった変化に認知症患者が順応す
るのは難しく、画一的に対応できないことだけに
試行錯誤の真っ最中です。

個々の排便チェックは毎日している。便秘に
よる不穏や不安にならないよう食事献立を考
え、水分補給や運動を促し、排便の生活リズ
ムを作るようにして、便秘の予防をしている。
レク活動等を通じ安全に配慮しながら身体を
動かすことで、便通改善につなげている。

体調に気遣いながら入浴を楽しめるよう支援
している。時間、順番に関してはできるだけ希
望に添えるようにしている。外出し疲れが見え
るような時は清拭に変え対応している。必要
に応じて入浴前のバイタルチェックを行ってい
る。

日曜日を休浴日として平日の隔日入浴、入浴の
無い日は陰部洗浄と整容に力を入れていて、清
潔第一を旨としています。お風呂の楽しみとして
は、利用者が以前仕事で取り扱っていた商品が
大変良品ということで、オリーブ油を原料とした浴
剤を活用しています。

利用者の生活習慣や状態により昼寝を勧めたり、ソ
ファーでも休息できるよう声かけをしている。夜間安眠で
きるような環境（騒音防止、照明、室温）に配慮している。
不眠の訴えには傾聴し、精神的安定を図るよう努めてい
る（例　温かい飲み物を提供）定期的に寝具を干したり洗
濯をし気持ち良い眠りを提供している。

看護師の指導の下、処方された薬の目的、副
作用、用法、用量は細かく調べファイルを作
り、各スタッフが共有している。服薬について
は、毎食後、服薬シートを作成して、誤薬を防
いでいる。投薬前、本人氏名、投薬指示を読
み上げる事で誤薬を防いでいる。

利用者の個々の状態を把握しその方の生活歴や趣味、
嗜好を考慮しながら支援している。調理、掃除、洗濯物た
たみ、園芸、買い物等毎日の生活の中での楽しみや興味
あることの発見により、より良いケアが出来るよう努めて
いる。誕生日、季節の行事を大事にしそれに伴う食事を
提供している。

天気や気温などにもよるが、できるだけ戸外
の散歩を楽しめるようにしている。瀬戸川沿
いの散歩では四季折々の自然を五感で楽し
むことが出来る。スタッフの時間帯により、買
い物やドライブにお誘いしている。

利用者の体調、天候ともに良好であれば気分転
換も兼ね散歩に出かけていて、瀬戸川沿いの土
手がテッパンのコースです。春と秋は必ずお花見
ドライブがあり、係も予め決めて何台もの小分け
で出かけています。（トラックでシルバーカーや車
椅子を別便で届けている）。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（A棟)）

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居
心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

利用者の個々の状態により判断しているが、
原則お金はホームで管理している。（自分で
所持していて、盗まれたといって他の入居者
とトラブルになることを避けるため）

本人より希望あれば電話ができるよう随時対
応している。また、手紙を書く習慣のある方
は、対話を通じて積極的にペンがすすむよう
支援しています。

施設らしさは極力排除して普通の家庭のよう
な雰囲気作りに心がけている。スタッフや利
用者手作りの作品（タペストリー等）を飾った
り季節の花々や節句の飾り物等々、四季
折々居心地の良い空間作りを心がけている。

折り紙を繭玉のように枝に取り付けて花のように
したり、和服模様の折り紙をつなげて釣り雛のよ
うにと何かしら一工夫があって、品格ある環境が
維持されています。レクリエーションが盛んですが
道具の収納場所が確保され、動線はすっきりして
います。

全体に清潔ですが、換気扇のみ掃除頻度
が足りないようですので、あらためて見直
すことを期待します。

建物内部はすべてバリアフリーになっており、手
摺り、段差なし、車椅子使用トイレ、スプリンクラー
設備と安全に配慮した作りとなっている。叉個々
のレベル状態を把握しながら自立した生活が送れ
るよう支援している。

広いリビングにTV、ソファー、イス、玄関、ウッ
ドデッキの中庭などにもベンチが置いてあり、
好きな場所で思い思いに過ごせている。

入所時に自分の使い慣れた物、好みの物を
持ってきていただいている。入所中に必要な
物は買い物に同行して買い揃えたり、本人の
好みを尊重している。A,B棟自由に出入りでき
るようにしている。

化粧品に薄手の布を掛け、整理ダンスの衣類の
上にもタオルがあってと「几帳面さ」が伝わる居室
や、たぶん本人の作品であろう書を額に収めて
飾っている様子を視認しました。またどの居室も
家族がカレンダーを持ち込み、無ければ事業所
で用意していて、本人が印をつけています。
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令和 元 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○
○

○
○

○
○

○
○

○ ○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2275300701 藤枝市の中心部にあり半径500メートルの範囲に市役所、消防署、図書館、神社、商店街等があります。
ホームの裏手には瀬戸川が流れ四季折々自然の中で散歩を楽しむ人達の憩いのコースになっておりま
すので、入所の方も散歩に出かけたり、気持ちよく外気浴もできます。施設の中庭にはスタッフと入所の
方が育てている野菜があり、旬の野菜が食卓に彩りを添えてくれます。午前中はスタッフによるレクレー
ションの他に多彩なボランティアの皆様の訪問があり、楽しい時間を過ごしています。毎月、写真付きの
お便りを発行して、ホームでの様子を家人にお知らせしています。また、年に数回すきっぷ藤枝新聞の発
行に加え、平成２９年よりホームページをリニューアルして開設し、ブログで近況をお知らせしています。

法人名 有限会社ケアサポート・豊田

事業所名 グループホーム　すきっぷ藤枝　（B棟)

所在地 藤枝市稲川1丁目1番12号

自己評価作成日 令和元年７月１５日 評価結果市町村受理日 令和元年８月２３日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2018_022_kani=true&JigyosyoCd=2275300701-00&PrefCd=22&VersionCd=022 近隣の障害施設とは以前から紙芝居ボランティアなど利用者サービスで行き来がありました
が、現在は先方のリクエストに応じて職員交流へと発展していて、「すきっぷ実習年間計画」に
基づき年６回ほど障害施設の職員が現場に訪れています。また昨年は防災の協力体制におけ
る話し合いの場を持つに至り、理念８ヶ条の１つである「地域になくてはならない～」の実現にも
叶っています。野菜の収穫や外出企画などイベントでは必ずブログが更新され「楽しそう」なこ
とが一目で判るものと成り、「ブログを見て応募した」という職員が２名もいます。事務所に置く
利用者のアルバムも丁寧で、一つひとつを大切に実践することが出来る事業所です。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 令和元年７月２４日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（B棟)）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

この地域になくてはならない施設を理念に掲
げ管理者、職員とも日々実践に努力してい
る。
会社の理念は玄関に掲げており、従業員だ
けでなく、来所されたご家族様、お客様にも常
に目に見えるよう工夫している。
散歩の時には近所の方や出会った皆様と挨拶を
交わしたり、会話も楽しんでいる。また地域の人達
との防災訓練、隣の施設との交流会、町内会の方
には運営推進会議等でホームの日常を報告して
いる。又民生委員、町内の方からは不要になった
オムツ等を寄付していただき良好な関係を築いて
いる。

地区民生委員の方の見学や地域の方の介護
の相談に応じている。藤枝市より派遣されて
いる介護さわやか相談員の訪問をうけいれ、
グループホームについての理解を深めてい
る。

御家族、市の関係者、民生委員、町内会長、ボラ
ンティア代表等と意見の交換をし、議事録を作成
しスタッフ全員が情報を共有している。2ヶ月間の
施設の様子をＤＶＤで紹介したり、事故報告書に
ついての説明や困っている事、問題点などを報告
して意見をいただいています。

介護さわやか相談員を受け入れている。運営
推進会議には市の担当者の出席があります
ので、事業所の実情についてお知らせして、
ご意見をいただいている。

身体拘束は行いませんが、緊急、やむを得ない場合は安
全を重視し、ご家族に許可いただき実施することがありま
す。日中は玄関の施錠はせず、利用者はＡ棟、Ｂ棟の行
き来も自由に出来るよう開放的な空間を心がけていま
す。身体拘束廃止に間する指針を作成し3ヶ月に1度委員
会を開催し、身体拘束の研修会も年2度開催している。

身体的な虐待だけでなく、精神的な虐待がな
いよう留意し、日々の生活を観察し、身体的
叉は精神的な状況をチェックしていく。スタッフ
も暴言を利用者に言わないよう「言ってはい
けない言葉」を紙に書き壁に貼っている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（B棟)）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

研修等で学ぶ機会を作りスタッフ全員が共有
できるようにする。

契約時、叉は解約時だけでなく、不安や疑問
点について具体的な説明をしている。いつで
も相談しやすい環境つくりを心がけている。

普段より利用者やご家族が何でも言える環境作りに心が
けている。が、直接話しづらい方のためには苦情・御意見
箱を玄関に設置している。ご意見があれば全員で話し合
いを行い改善策を見つける。ご家族がホームに来やすい
雰囲気作り、利用者と職員がゆっくりすごせる時間づくり
に心がけその時でた会話等を介護に生かすようにしてい
る。

月１回の全体ミーテイングや毎朝の交代時の
申し送り、伝達ノートなどから職員の意見や
提案をくみ取り、反映させている。

平成２７年度からキャリアパスを導入してい
る。管理者はスタッフの性格や能力等の把握
に努めている。休日の希望日は希望に添える
ようにしている。

認知症介護実践研修、認知症サポーター養成講
座、グループホーム協会などの研修に参加してい
る。毎月内部研修もテーマを決めて行っている。
今年度より研修の出席者は感想シートの提出、欠
席者は課題を提出して答案を回収している。内部
研修の報告書を作成して回覧している。

藤枝市内のグループホーム連絡会に出席し
ている。毎回課題について研修を行ってい
る。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（B棟)）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

ここは安心、安全、いごこちの良い所であるこ
とを利用者が理解することが肝心である。何
でも話せる環境作り、利用者、家族のニーズ
を理解し、コミュニケーションを大切にし、信頼
関係を築いていく。

家族の要望、不安、不満を聞き、一緒に問題
を解決していきます。

利用者、家族が第一に何に困っているのかを
見つけ出し、（ニーズ）最適なサービスが受け
られるよう支援する。

利用者とスタッフは日常生活を共にし、信頼
関係を築くように努めている。食器拭き、洗濯
物たたみ、など得意とする事を無理のない範
囲で職員と行う事で暮らしを共にする者同士
の関係を築いている。

日々、利用者の様子を家族に連絡し本人の思い
も家族に伝えることで利用者、家族、スタッフの絆
を強めともに本人を支えていく事に努めている。毎
月写真を添えたすきっぷ便り、すきっぷ藤枝新
聞、ブログで近況をお知らせしている。家族には
寝具衣類などの衣替えを協力していただいてい
る。

認知症になっても慣れ親しんだ地域で暮らせ
るよう地域密着型施設としてグループホーム
が存在する。家族、親戚、友人、近所の方々
がいつでも訪問しやすい施設作りに努力す
る。

利用者はお互い生まれも性別も環境も異なるがこ
の場所で一緒に暮らすためにお互いの性格を把
握し、係わり合い、支えあえるよう支援していく。ま
た孤立する方がでないよう見守りに努める。席の
位置を工夫したり、お互いの会話にも気を配る。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（B棟)）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

退所され他の施設に行かれた方でも面会、お
見舞いにいったりホームに尋ねてきたりとの
関係ができている。退所された方の御家族も
その後の様子を知らせてくれる。

個々の生活歴、趣向を把握し日々の介護生
活に生かしている。なるべく本人の希望に添
えるよう努力している。レクリエーションでは、
できるだけ外に出て散歩をするなど、気分転
換ができるよう配慮をしている。

市役所から認定調査書の取り寄せ、担当ケア
マネからの情報提供書を確認して、入所時に
家族からの情報を元に生活歴の把握、趣味、
好み、病歴、サービス等を把握している。

毎日の暮らしの中でその人らしい生き方、心
身状態、能力の発見に努めている。自分でや
れる事はやれるよう支援し、日々その人の
ペースで生活ができるよう支援している。

本人の生活や行動、言動に注意し、「何を求
めているのか」の把握に努める。また家族は
「何をのぞんでいるのか」と言う問いにいつも
真剣に考え毎朝のミーテイング等で話し合っ
たり家族を含めて担当者会議行い、ケアプラ
ンに活かしている。

個別に介護記録をつけ、職員は情報を共有し
ている。毎朝ミーティング時に個別の介護プラ
ンについて意見交換し、介護計画の見直しに
役立てている。特変があれば申し送りノートに
記入し情報の共有をしている。

認知症の進行、身体的介護が重くなり、パット
やリハパン、その他日常生活に必要な品の購
入、かかりつけ医の往診、説明等必要なニー
ズに合わせて柔軟にサービスを提供してい
る。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（B棟)）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

本人の意向に沿いながら、親戚、友人、知
人、近所の方等やさわやか相談員、民生委
員、ボランティアの受け入れをし、豊かな暮ら
しが可能となるよう支援している。

希望者には、かかりつけ医の2週間に一度の
往診、緊急時の往診、アドバイス、24時間い
つでも医者、看護師と連絡の取れる体制が出
来ている。年に1度健康診断を実施している。

平成24年より看護師を配置している。提携先
のドクター、看護師とは、利用者の情報を共
有しており、２週間に１度の往診や看護を受
けている。緊急時は２４時間、いつでも看護師
と連絡が取れるようになっている。

入院に際してはかかりつけ医の紹介状用意、
正確な情報提供を行う。病院のワーカー（相
談員）と密に連絡を取り合い家族を交えて話
し合いを行い、安心して入院治療ができるよ
うバックアップしている。

入所の際、家人に延命治療についての考え方を緊急連
絡カードに自筆で記入していただいている。本人やご家
族様のご意向、健康状態などを考慮し、グループホーム
で本人らしい生活ができると判断された場合は、状況に
応じ看取りを行っていく。数年で看取りに近い状況を何名
か経験していることから、スタッフも慌てずに落ち着いて
支援することができている。

普通救命講習修了者、ｍｅｄｉｃ，Ｆｉｒｓｔ，Ａｉｄ受
講者もあるが、全員に実践力を身につけるよ
うにしたい。

定期的に施設内で防災訓練を行っており、地
域の防災訓練にも参加している。また、施設
内には常備してある食料・水・介護用品など
を備蓄してあるため、緊急時は地域の高齢者
を受け入れる体制が出来ている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（B棟)）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

利用者それぞれの性格や生活歴を知り、人
生の先輩であるということを常に念頭におき、
尊敬の気持ちを忘れずに接することを心がけ
ている。

利用者が遠慮なく自分の考えを言える雰囲
気作りに努める。本人に馴染みのある家事や
仕事を提供し、自分らしい生活が出来るよう
支援している。

ホームでの日常生活の中でその人の希望に
添った暮らしができているか絶えず注意、観
察しながら支援する。

ホームには訪問理美容の方が来てくれます。衣
類、装飾品、化粧品等も家族と連絡を取りながら
支援している。毎朝どの洋服を着たいか本人に選
んでいただいている。外出の目的に応じてお化粧
のお手伝いや服装の相談にものっている。

利用者の料理の好き・嫌いを把握し（苦手な料理時は代
替品を提供）、楽しい食事になる様心がけている。食事の
支度、片付けは出来る範囲で利用者も手伝っていただ
く。旬の食材を出来る限り取り入れた手作り料理を提供。
全員が食卓に着いてから「いただきます」をしている。キッ
チンにて調理道具を持たせる事ができる利用者はいない
が、座って調理することができる方はいる。見守りにて調
理補助をしていただいている。

前日等の体調の記録で一人一人の体調変化
を把握している。介護記録、バイタルチェック
表にて排尿、排便、食事量、水分補給等小ま
めに観察し健康維持を図っている。本人が望
まない物は飲ませない、飲んでいただけるよ
う工夫し提供している。

毎食後、スタッフの声かけ、見守りの中で口
腔ケアを実施している。自力で困難な方には
介助にて行い、嚥下能力が低下している方に
はスポンジブラシを使用し、残渣物を除去して
いる。必要に応じて歯科受診をしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（B棟)）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

排泄チェック表をつけ、個々の排泄パターン
を把握し、声かけ誘導を行う。布パンツ使用
を続行できるよう努めている。自立して排泄で
きない方は安全第一に対応している。

個々の排便チェックは毎日している。便秘に
よる不穏や不安にならないよう食事献立を考
え、水分補給や運動を促し、排便の生活リズ
ムを作るようにして、便秘の予防をしている。
レク活動等を通じ安全に配慮しながら身体を
動かすことで、便通改善につなげている。

体調に気遣いながら入浴を楽しめるよう支援
している。時間、順番に関してはできるだけ希
望に添えるようにしている。外出し疲れが見え
るような時は清拭に変え対応している。必要
に応じて入浴前のバイタルチェックを行ってい
る。

利用者の生活習慣や状態により昼寝を勧めたり、ソ
ファーでも休息できるよう声かけをしている。夜間安眠で
きるような環境（騒音防止、照明、室温）に配慮している。
不眠の訴えには傾聴し、精神的安定を図るよう努めてい
る（例　温かい飲み物を提供）定期的に寝具を干したり洗
濯をし気持ち良い眠りを提供している。

看護師の指導の下、処方された薬の目的、副
作用、用法、用量は細かく調べファイルを作
り、各スタッフが共有している。服薬について
は、毎食後、服薬シートを作成して、誤薬を防
いでいる。投薬前、本人氏名、投薬指示を読
み上げる事で誤薬を防いでいる。

利用者の個々の状態を把握しその方の生活歴や趣味、
嗜好を考慮しながら支援している。調理、掃除、洗濯物た
たみ、園芸、買い物等毎日の生活の中での楽しみや興味
あることの発見により、より良いケアが出来るよう努めて
いる。誕生日、季節の行事を大事にしそれに伴う食事を
提供している。

天気や気温などにもよるが、できるだけ戸外
の散歩を楽しめるようにしている。瀬戸川沿
いの散歩では四季折々の自然を五感で楽し
むことが出来る。スタッフの時間帯により、買
い物やドライブにお誘いしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム　すきっぷ藤枝　（B棟)）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居
心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

利用者の個々の状態により判断しているが、
原則お金はホームで管理している。（自分で
所持していて、盗まれたといって他の入居者
とトラブルになることを避けるため）

本人より希望あれば電話ができるよう随時対
応している。また、手紙を書く習慣のある方
は、対話を通じて積極的にペンがすすむよう
支援しています。

施設らしさは極力排除して普通の家庭のよう
な雰囲気作りに心がけている。スタッフや利
用者手作りの作品（タペストリー等）を飾った
り季節の花々や節句の飾り物等々、四季
折々居心地の良い空間作りを心がけている。

建物内部はすべてバリアフリーになっており、手
摺り、段差なし、車椅子使用トイレ、スプリンクラー
設備と安全に配慮した作りとなっている。叉個々
のレベル状態を把握しながら自立した生活が送れ
るよう支援している。

広いリビングにTV、ソファー、イス、玄関、ウッ
ドデッキの中庭などにもベンチが置いてあり、
好きな場所で思い思いに過ごせている。

入所時に自分の使い慣れた物、好みの物を
持ってきていただいている。入所中に必要な
物は買い物に同行して買い揃えたり、本人の
好みを尊重している。A,B棟自由に出入りでき
るようにしている。
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